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新
年
の
あ
い
さ
つ

　出雲崎町議会では、開かれた議会を目指し、より多くの皆さまに議会の様子を
ご覧いただくため、議会の生中継及び録画中継を行います。パソコンをはじめ、
スマートフォンやタブレットからも視聴できます。

現在、ホームページ作成作業を
進めています。準備が整い次第、
お知らせします。

生 中 継：本会議（一般質問のみ）
録画中継：本会議（初日・一般質問・最終日）

３月定例会

役場・中央公民館・海岸公民館・妻入り会館・陽だまり
※本会議（一般質問）は次の施設に設置しているテレビにおいても視聴できます。

●月１回リモート会議 ●リモートによる委員会開催
●緊急時の連絡 ●スケジュール管理
●議会資料の電子化　 　　　　　　　　　　　　等

　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、リモート会議の実施や緊急時の事務連
絡を迅速に行うためタブレットを導入しました。今後は、議会資料の電子化や議
員活動に活かしていきます。

議会中継・タブレット
はじめます！！

１ 議会中継について

２ タブレットについて

配信開始日

活 用 内 容

配 信 内 容

視 聴 方 法

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
例
年
と
は
違
っ
た
お
正
月
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
収
束
が
み
え
な
い
中
で
、
コ
ロ
ナ
疲

れ
に
よ
り
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
方
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
国
的
に
経
済
へ
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
中
で
、
当
町
に
も
大
き
な
打
撃
が

あ
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
に
伴
い
、
全
て
の
業
種
で
後
継
者
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
追
い

打
ち
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
目
の
前
の
課
題
に
一
つ
一
つ
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
の
発
展
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

議
員
10
人
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
年
も
議
会
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
　
仙
　
海
　
直
　
樹

～新議会で  更なる飛躍を遂げるよう
　　　　　　　　　　　まちづくりに努めます～

出雲崎町議会議員一同
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議
会
の
う
ご
き

　出雲崎町議会では、開かれた議会を目指し、より多くの皆さまに議会の様子を
ご覧いただくため、議会の生中継及び録画中継を行います。パソコンをはじめ、
スマートフォンやタブレットからも視聴できます。

現在、ホームページ作成作業を
進めています。準備が整い次第、
お知らせします。

生 中 継：本会議（一般質問のみ）
録画中継：本会議（初日・一般質問・最終日）

３月定例会

役場・中央公民館・海岸公民館・妻入り会館・陽だまり
※本会議（一般質問）は次の施設に設置しているテレビにおいても視聴できます。

●月１回リモート会議 ●リモートによる委員会開催
●緊急時の連絡 ●スケジュール管理
●議会資料の電子化　 　　　　　　　　　　　　等

　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、リモート会議の実施や緊急時の事務連
絡を迅速に行うためタブレットを導入しました。今後は、議会資料の電子化や議
員活動に活かしていきます。

議会中継・タブレット
はじめます！！

１ 議会中継について

２ タブレットについて

配信開始日

活 用 内 容

配 信 内 容

視 聴 方 法
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・
６	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
13	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

　
　
14	

第
５
回
町
議
会
臨
時
会�

→
詳
細
は
ｐ
7

	

第
11
回
全
員
協
議
会�

→
詳
細
は
ｐ
8

　
　
19	

社
会
産
業
常
任
委
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視
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ｐ
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24	
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潟
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潟
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入
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岸
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ｐ
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町
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６
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ｐ
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ｐ
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議
会
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第
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8	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
9	

12
月
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

�

→
詳
細
は
ｐ
10
〜
16

11	

12
月
定
例
会
最
終
日

	

第
13
回
全
員
協
議
会�

→
詳
細
は
ｐ
9

21	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
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り
第
110
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28	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
110
号
）

議
会
の
う
ご
き�

（
主
な
も
の
）

令
和
2
年
10
月
～
12
月

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
例
年
と
は
違
っ
た
お
正
月
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
収
束
が
み
え
な
い
中
で
、
コ
ロ
ナ
疲

れ
に
よ
り
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
方
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
国
的
に
経
済
へ
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
中
で
、
当
町
に
も
大
き
な
打
撃
が

あ
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
に
伴
い
、
全
て
の
業
種
で
後
継
者
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
追
い

打
ち
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
目
の
前
の
課
題
に
一
つ
一
つ
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
の
発
展
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

議
員
10
人
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
年
も
議
会
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
　
仙
　
海
　
直
　
樹

～新議会で  更なる飛躍を遂げるよう
　　　　　　　　　　　まちづくりに努めます～

出雲崎町議会議員一同
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12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

第２回町定額支援金合計金額 4,300万円　（1人につき1万円  支給対象者4,300人）
� 2021年3月に支給

町独自の支援策強化！！ 町子育て世帯応援支援金追加1,030万円（第2回）

会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 （第９号） 8,656万円 41億5,799万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 （第３号） 3,828万円 5億4,570万円

介 護 保 険 事 業 （第２号） 1,713万円 6億7,582万円

後 期 高 齢 医 療 （第１号） 65万円 6,635万円

12月定例会

12月定例会で決まった補正予算

主な歳出

・町漁協経営支援事業補助金……… 173万円
・町事業継続支援追加……………… 750万円
・町ふるさと逸品開発等支援金追加
　　　　　　　……………………… 400万円
・非接触型検知器 9台……………… 193万円
・海浜クリーン作戦委託料追加…… 600万円
・天領の里光熱水費補助金………… 380万円
・表装料……………………………… 178万円

・高額介護サービス費追加………………150万円
・施設介護サービス給付費追加………2,000万円
・地域密着型介護
　サービス給付費減……………………△700万円

（△は減額）

・高額療養費追加………………………1,000万円
・療養給付費追加………………………1,600万円

一般会計補正予算（第９号）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

※金額は千円未満を切り捨て

12月定例会
定例会は12月7日から11日までの5日間の会期で開かれました。議会報告3件、発議3件、
令和 2年度一般会計補正予算・特別会計補正予算・条例改正など、議案 6件が提出され慎
重審査の結果、原案のとおり可決・承認しました。

可決した条例改正など
■出雲崎町議会議員及び出雲崎町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例制定
　・公職選挙法の一部改正によるもの
　・当町においても条例を定めることにより選挙公営を導入するもの

■出雲崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
　・法律の一部改正によるもの

■発議第3号　拉致被害者全員の即時帰国を求める意見書
　・北朝鮮に拉致されて国民の救出を支援する新潟県議会の会から、メッセージをうけて、当議
　　会もこの趣旨に賛同し意見書を提出するもの。
■発委第3号　老齢基礎年金等の抜本的な改善を求める意見書
　・安心して老後を暮らせるように、老齢基礎年金等の支給額を改善するよう求めるもの

第3回目
令和2年7月から12月まで
の6ケ月間の合計売上額が
前年同期より30％以上減
少した町個人事業主およ
び町に事業所をおく法人

漁業者の売上が減少した
事により経営を支援する
ため減少額の一部を補助

昨年の台風19号の影響に
よる集積物処分費の追加　　　

圡
つち

田
だ

氏からの寄贈資料
のうち22点表装

コロナで売上が減少した
ことによる補助

現在8事業で6事業追加

ふれあいの里 1台
多世代交流館 1台
天領の里 5台
ホッと情報館陽だまり 1台
良寛記念館 1台

新型コロ
ナウイル

ス

新型コロ
ナウイル

ス
  会期12月7日～11日（5日間）

定 例 会教えて

今回の選挙運動の
公営に関する条例制定により変わります。

何が
変わるの？

次の項目が公費負担となります。
　①選挙運動用自動車の使用
　②選挙運動用ビラの作成
　③選挙運動用ポスターの作成

町議会議員選挙に供託金15万円が導入されます。
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補
正
予
算
質
疑

小
黒
議
員

 

当
初
、
44
台
分
と
思

う
が
、
高
額
減
額
に
な
っ
た
の
は

台
数
が
減
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

 

入
札
額
の
請
け
差
で

あ
り
、
台
数
に
変
更
は
な
い
。

加
藤
議
員

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
水

揚
げ
高
が
減
っ
た
中
、
今
回
の
支

援
は
納
得
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
漁

業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
確
保
を

考
え
た
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

産
業
観
光
課
長

 

地
域
全
体
で
、
農

業
も
含
め
担
い
手
を
確
保
す
る
支

援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

高
橋
議
員

 

な
ぜ
、
三
分
の
二
の

補
助
率
な
の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

漁
業
者
・
農
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
三
分
の
二

の
補
助
率
と
し
て
お
り
、
統
一
し

た
考
え
方
と
し
て
い
る
。

諸
橋
議
員

 

14
事
業
分
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

産
業
観
光
課
長

 

8
事
業
を
実
施
、

そ
の
他
に
6
事
業
の
相
談
が
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
作
成
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
関
連

や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
構
築
、
広
告
関

係
等
で
あ
る
。

髙
桑
議
員

 

妻
入
り
会
館
は
町
外

観
光
客
の
入
館
者
数
が
多
い
が
、

今
回
の
設
置
対
象
で
な
い
理
由
は

何
か
。

高
橋
議
員

 

役
場
の
機
能
を
守
る

こ
と
を
考
え
た
ら
、
役
場
庁
舎
と

公
民
館
、
加
え
て
ふ
れ
あ
い
の
里

の
設
置
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

三
輪
議
員

 

町
内
施
設
で
の
検
温

等
の
取
り
扱
い
を
統
一
し
て
欲
し

い
。中

川
議
員

 

検
温
す
る
職
員
の
手

間
を
考
え
た
ら
、
も
っ
と
自
動
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
、
高
性

能
の
も
の
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長

 
今
回
は
、
顔
認
証
で

体
温
を
検
温
で
き
る
ス
タ
ン
ド
型

の
検
知
器
で
あ
る
。
施
設
の
開
館

状
況
・
入
館
者
数
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
今
回
予
算
計
上
し
た
。

今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
設
置
を

検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
内
す
べ
て
の

公
共
施
設
で
検
温
を
実
施
し
て
い

る
。
役
場
来
訪
者
に
つ
い
て
は
、

諸
手
続
等
が
短
時
間
で
あ
る
こ
と

や
、
来
訪
者
が
特
定
で
き
て
、
飛

沫
防
止
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
感

染
対
策
を
実
施
し
て
い
る
の
で
濃

厚
接
触
に
は
あ
た
ら
な
い
。
今
回

は
確
認
方
法
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
で
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
は

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

高
橋
議
員

 

資
料
で
は
、
展
示
の

中
に
、
「
お
け
さ
」
「
お
舟
唄
」

が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

三
輪
議
員

 

天
領
の
里
の
展
示
品

の
一
部
を
移
す
と
、
有
料
で
利
益

率
の
高
い
時
代
館
の
展
示
が
少
な

く
な
り
、
入
館
者
数
に
影
響
が
な

い
の
か
。

中
川
議
員

 

時
代
館
か
ら
移
す
の

で
は
な
く
、
中
央
公
民
館
三
階
の

資
料
館
か
ら
移
す
こ
と
を
考
え
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

「
お
け
さ
」
等
に
つ

い
て
、
記
載
は
な
い
が
、
構
成
文

化
財
と
し
て
音
と
映
像
を
流
す
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
天
領

の
里
と
両
方
に
展
示
す
る
の
で
は

な
く
、
北
前
船
に
つ
い
て
は
町
家

で
、
時
代
館
に
つ
い
て
は
今
後
、

新
し
い
展
示
を
考
え
て
い
く
。

　

展
示
は
、
資
料
館
か
ら
も
考
え

て
い
く
が
、
保
存
の
た
め
の
環
境

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
頻
繁
に
展
示
替
え
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

町
長 

展
示
物
に
つ
い
て
は
、
意

見
を
踏
ま
え
て
、
再
度
検
討
す
る
。

中
野
議
員

 

補
助
金
減
額
補
正
の

理
由
は
何
か
。

教
育
課
長

 

当
初
、
11
月
に
設
立

総
会
を
開
く
考
え
だ
っ
た
が
、
ス

タ
ー
ト
が
大
事
と
考
え
、
会
員
確

保
と
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
表
具
、

そ
れ
を
総
会
で
披
露
で
き
る
よ
う

に
と
考
え
、
時
期
を
遅
ら
せ
た
も

の
。

庁
舎
内
電
話
機

�

交
換
工
事
減
▲129万円

漁
協
支
援
事
業

�

補
助
金
123万円

ふ
る
さ
と
逸
品
開
発
支
援

�
助
成
金
追
加
400万円

非
接
触
型
検
知
器

�

整
備
事
業
193万円

町
家
展
示
施
設

�

整
備
事
業
247万円

良
寛
記
念
館
応
援
倶
楽
部

�

手
ま
り
の
会
補
助
金
減
▲45万円

避難訓練でのダンボールベッド組立
（ふるさと逸品）

改装中の町家展示施設（旧津又邸）

補
正
予
算
質
疑

主
な
質
疑
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

12月7日
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補
正
予
算
質
疑

主な歳入 主な歳出

・新型コロナウイルス感染症対応
　　　　　地方創生臨時交付金追加 ��  4,443万円
・プレミアム付商品券販売料 �����  2,175万円

・議会中継システム導入業務委託料 ���  190万円
・議会タブレット購入 ���������  149万円
・非常用発電設備整備工事 ������  1,400万円
・プレミアム付商品券利用事業交付金�� 4,350万円

令和２年度一般会計補正予算（第8号）
会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計    （第８号） 6,629万円 40億7,143万円

10 月臨時会では令和２年度一般会計補正予算（第 8号）が提出され、慎重審議の結果、原案のとおり全
会一致で可決・承認されました。

１１月臨時会では条例の一部改正など議案２件、発委１件が提出され、慎重審議の結果、いずれも原案の
とおり全会一致で可決・承認されました。

10 月 臨 時 会

11 月 臨 時 会

10月14日（１日間）

11月30日（１日間）

会 期

会 期

◆出雲崎町職員の給与に関する条例の一部改正
◆出雲崎町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
◆出雲崎議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　　　　　　☆改正の概要 ……… 人事院、新潟県人事委員会の、民間における年間支給割合等を踏まえ、
　　　　　　　　　　　　　　　  期末手当の支給月数を 0.05 月引き下げる勧告によるもの。

◎議会中継システム導入業務委託料
議会定例会等をユーチューブ（YouTube）で配信するため、環境構築業務を委託し、町内 5 カ所

（役場、中央公民館、海岸公民館、妻入り会館、陽だまり）で視聴できるよう整備するもの。

◎議会タブレット購入
リモート会議の実施、スケジュール管理、会議資料の電子化に向け、購入するもの。

◎非常用発電設備整備工事
保健福祉総合センターの停電時、施設運営に支障をきたすことのないよう非常用発電設備を整備する
もの。

◎プレミアム付商品券利用事業交付金
全町民を対象に 1 万円分の商品券（500円券 20枚綴り）を１人１冊 5,000 円で販売し、利用実績に応じ、
利用店舗に交付金を交付するもの。

補正予算の事業はすべて、国庫補助金（新型コロナウイルス臨時交付金）を財源としています。

承認した条例改正

補足説明
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全
員
協
議
会

町
職
員
の
兼
業
許
可
基
準

�

の
設
定
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

地
方
公
共
団
体
が
兼
業

許
可
基
準
を
設
定
し
て
、
広
く
公
表

す
る
こ
と
で
、
兼
業
許
可
の
公
平
性

や
透
明
性
を
確
保
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
当
町
と
し
て
も
考
え
る
べ
き
。

 　
　
　

 　

地
方
公
務
員
の
兼
業
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
上
、
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
任
命
権
者
で
あ
る
町
長
や
議
長

か
ら
営
利
企
業
従
事
等
の
許
可
を
得

る
こ
と
で
報
酬
を
得
て
、
従
事
す
る

事
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

当
町
の
場
合
は
事
業
所
の
規
模
が
小

さ
い
の
で
、
職
員
の
兼
業
に
つ
い
て

も
個
別
・
具
体
的
に
相
談
に
応
じ
る

こ
と
が
で
き
、
許
可
基
準
を
一
律
に

引
く
こ
と
な
く
、
現
在
の
状
態
で
も

兼
業
許
可
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
は

あ
る
。
今
後
、
職
員
の
意
向
、
実
態

の
状
況
等
を
み
て
、
必
要
な
対
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

 　
　
　

 　

天
領
の
里
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
多
く
の
方
が
利
用
し
、
順
番
待

ち
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
利
便
性
や
お

客
と
の
非
接
触
対
応
を
考
え
、
電
子

マ
ネ
ー
決
済
の
拡
大
に
つ
い
て
、
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

 　
　
　
　

 　
 

天
領
の
里
で
は
昨

年
度
か
ら
順
次
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
そ

の
傾
向
は
益
々
進
む
と
思
わ
れ
る
の

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
防
止
対
策
と
併
せ
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
事
を
町
と
し
て

も
期
待
し
て
い
る
。

 　
　
　

 　

こ
の
度
、
出
雲
崎
町
と

出
雲
崎
高
校
で
、
包
括
協
定
を
締
結

す
る
。
高
校
が
目
指
す
学
校
像
を
実

現
す
る
た
め
に
、
町
と
協
力
関
係
の

中
で
交
流
や
推
進
を
図
り
、
学
校
の

持
続
的
な
発
展
と
地
域
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

津
波
避
難
訓
練
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

10
月
12
日
の
訓
練
に
は
、

26
の
行
政
区
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、

要
支
援
者
４
名
と
出
雲
崎
こ
ど
も
園

の
園
児
60
名
を
含
み
、
参
加
総
人
数

は
280
人
で
あ
っ
た
。

 　
　
　

 　

夜
間
の
避
難
訓
練
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
暗

い
避
難
路
の
照
明
は
ど
う
か
、
連
絡

網
が
機
能
す
る
か
等
を
確
認
し
、
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
照
明
に

つ
い
て
は
、
外
灯
で
な
く
、
個
々
に

装
着
可
能
な
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
配
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
観
光
客
の
避

難
は
今
ま
で
さ
れ
て
な
い
と
思
う
。

案
内
看
板
も
少
な
く
、
再
度
点
検
し

直
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。

 　
　
　

 　

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
が
あ
る
の
で
、
再

度
周
知
し
た
い
。
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
点
検
し
て
お
り
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
、
毎
年
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
る
。

忘
年
会
・
新
年
会
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

忘
年
会
・
新
年
会
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
、
後
押
し
が
で
き
る

よ
う
な
補
助
策
は
な
い
か
。

 　
　
　
　

 　

 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
11
月
14
日
か
ら
販
売
を
開
始
し

た
。
忘
・
新
年
会
の
た
め
の
特
別
な

補
助
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

稲
作
農
家
の
担
い
手
の

�

現
状
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

高
齢
化
等
に
よ
り
、
耕

作
を
辞
め
る
農
家
が
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
町
は
そ
の
よ
う
な
現
状
を
ど

の
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

 　
　
　
　

 　

 

令
和
元
年
度
は
意

向
調
査
と
し
て
、
後
継
者
の
有
無
や

５
年
後
か
ら
10
年
後
の
利
用
意
向
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
地
図

に
就
農
状
況
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

等
を
落
と
し
込
み
、
そ
れ
を
基
に
来

月
中
旬
以
降
、
各
集
落
に
出
向
き
、

話
し
合
い
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

天
領
の
里
の
光
熱
水
費

の
補
助
だ
が
、
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、

300
万
円
近
く
か
か
っ
て
い
た
電
気
代

を
、
東
北
電
力
か
ら
他
の
電
力
会
社

に
変
更
し
て
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

し
た
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。
そ
う

い
っ
た
努
力
も
必
要
で
は
な
い
か
。

 　
　
　
　

 　

 

天
領
の
里
の
支
援

策
は
、
電
気
代
が
か
か
っ
た
か
ら
補

助
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
売

り
上
げ
全
体
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
る
中
で
、
町
と
し
て
、
明
確
な
数

字
で
援
助
で
き
る
も
の
と
し
て
、
光

熱
水
費
と
し
た
も
の
。

第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

�

の
策
定
方
針
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

第
５
次
総
合
計
画
が
令

和
２
年
度
で
最
終
年
度
と
な
っ
て
い

第
11
回
　
10
月
14
日
㈬

中
野
議
員

総
務
課
長

公
共
施
設
利
用
時
の
煩
雑
な

記
入
手
続
き
の
緩
和
に
つ
い
て

加
藤
議
員

産
業
観
光
課
長

包
括
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

教
育
課
長

第
12
回
　
11
月
18
日
㈬

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

中
川
議
員

産
業
観
光
課
長

三
輪
議
員

産
業
観
光
課
長

加
藤
議
員

産
業
観
光
課
長

総
務
課
長

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら

�

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

進むキャッシュレス決済

ヘッドライト
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全
員
協
議
会

る
が
、
１
年
延
長
し
、
第
６
次
の
計

画
期
間
を
、
令
和
４
年
度
か
ら
12
年

度
ま
で
の
９
年
間
と
し
た
い
。
国
に

お
い
て
、
過
疎
新
法
の
制
定
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
過
疎

計
画
の
策
定
が
令
和
３
年
度
に
ず
れ

込
む
見
込
み
。
第
６
次
総
合
計
画
は
、

過
疎
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
必
用

が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
終
息
後
の

社
会
経
済
情
勢
や
環
境
を
見
極
め
た

中
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
村
議
会
議
員
及
び
町
長
選
挙

に
お
け
る
選
挙
公
営
に
関
す
る

�

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
、

選
挙
公
営
が
拡
大
さ
れ
た
。
条
例
で

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
費
負
担
と

な
る
も
の
は

　

① 

選
挙
運
動
用
自
動
車

　

② 

運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

　

③ 

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
費

　

ビ
ラ
を
選
挙
公
営
と
す
る
関
係
で
、

ビ
ラ
の
配
布
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、

15
万
円
の
供
託
金
制
度
が
導
入
さ
れ

る
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
の

�

募
集
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

現
在
、
２
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
を
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
２
名
の
方
を
募
集
し
た

い
。
一
人
目
と
し
て
は
、
西
越
地
区

の
集
落
で
の
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
、
も
う
一
人
は
健
康
・
教

育
・
交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
地

域
活
性
化
を
目
指
す
方
と
し
た
い
。

来
年
の
４
月
に
は
対
応
で
き
る
よ
う

に
進
め
た
い
。

 　
　
　

 　

古
民
家
に
憧
れ
て
い
る

方
も
い
る
。
居
住
場
所
に
つ
い
て
、

す
ぐ
に
生
活
で
き
る
場
所
で
あ
れ
ば

良
い
が
、
修
繕
等
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

早
め
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

 　
　
　

 　

集
落
の
方
で
合
意
を
得

て
も
、
集
落
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
と

続
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
２
、
３
の

集
落
と
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
正
式
に
募
集
す
る
と

き
は
特
定
の
集
落
を
限
定
し
た
形
に

な
る
と
思
う
。

 　
　
　

 　

出
雲
崎
町
に
素
晴
ら
し

い
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
地

域
の
方
で
ご
存
知
な
い
方
も
多
い
と

思
う
。
ブ
ラ
ン
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け

で
な
く
、
積
極
的
に
出
雲
崎
高
校
の

こ
と
を
発
信
し
て
い
く
形
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
活
動
を
お
願
い

し
た
い
。

災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に

�

関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

町
内
に
工
場
を
有
す
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
造
会
社
の
吉
沢
工
業

株
式
会
社
と
協
定
書
を
締
結
し
た
い
。

商
品
は
、
ふ
る
さ
と
逸
品
開
発
支
援

助
成
金
を
受
け
て
そ
の
製
品
開
発
に

あ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」
と
「
ダ
ン
ボ
ー
ル

間
仕
切
り
板
」
を
災
害
時
に
も
提
供

し
て
も
ら
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。

旧
富
岡
臨
海
学
校
施
設
の

�

売
却
処
分
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

富
岡
市
と
し
て
は
、
売

却
処
分
を
し
た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

買
取
り
を
前
提
と
し
た
活
用
提
案
を

公
募
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
最

優
秀
提
案
事
業
者
を
選
定
す
る
。

良
寛
記
念
館
へ
の

�

寄
贈
作
品
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

燕
市
出
身
で
千
葉
県
在

住
の
𡈽つ
ち

田だ

義
彦
様
か
ら
、
𡈽つ
ち

田だ

家
の

貴
重
な
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
作
品
の
総
数
は
86

点
で
、
良
寛
の
他
、
著
名
な
作
品
で

は
、
勝
海
舟
、
伊
達
政
宗
、
亀
田
鵬

斎
、
山
岡
鉄
舟
な
ど
の
一
般
的
に
名

前
の
知
れ
た
作
者
の
作
品
も
含
ま
れ

て
い
る
。
令
和
３
年
の
３
月
頃
に
公

開
し
た
い
。

出
雲
崎
町

公
の
施
設
指
定
管
理
者
の

�

選
定
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

現
在
、
12
の
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
を
指
定
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
３
施
設
が
今
年
度
末

を
も
っ
て
期
間
が
満
了
す
る
。
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
出
雲
崎
町
社
会
福

祉
協
議
会
を
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
中
越
老
人
福
祉
協
会
を
、
妻

入
り
会
館
に
つ
い
て
は
妻
入
り
の
会

を
指
定
管
理
者
と
し
、
指
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
管
理
状
況
の
評
価

等
を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
も
現
行
の
団

体
を
指
名
指
定
と
し
た
い
。

町
道
海
岸
線
の

�

路
線
名
変
更
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ

り
、
「
妻
入
り
の
街
並
み
線
」
と
路

線
名
を
変
更
し
た
い
。

出
雲
崎
寄
港
地
の
町
家
の

�

運
営
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

施
設
の
運
営
に
つ
い
て

は
「
歴
史
や
五
郎
兵
衛
」
と
今
回
の

「
寄
港
地
の
町
家
」
、
こ
の
２
つ
の

施
設
を
１
つ
の
団
体
で
運
営
す
る
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。
開
館
時

期
は
３
月
か
ら
11
月
ま
で
の
９
ヶ
月

間
。
開
館
日
は
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

の
み
と
し
、
開
館
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
す
る
。
今
回

新
し
く
「
み
な
と
ま
ち
町
家
の
会
」

と
い
う
名
称
の
会
を
立
ち
上
げ
、
会

員
は
現
在
32
名
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

勤
務
日
数
は
、
32
人
の

方
が
２
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
月
に

１
～
２
回
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
管
理
謝
礼
が
１
回
３
千
円
。
こ

れ
は
半
日
な
の
か
１
日
か
。
半
日
の

勤
務
が
あ
る
と
、
勤
め
や
す
い
と
思

う
。

 　
　
　

 　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
と
い
う
こ
と
で
当
番
の
方
は

そ
の
日
１
日
お
勤
め
い
た
だ
く
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

総
務
課
長

総
務
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

髙
桑
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
課
長

第
13
回
　
12
月
11
日
㈮

総
務
課
長

建
設
課
長

教
育
課
長

高
橋
議
員

教
育
課
長

旧富岡臨海学校

4月からは「妻入りの街並み線」に 
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質問項目

詳細は11ページ

1．人口減少の抑制で活力に
あふれた元気な町に

加藤修三 議員1

質問項目

詳細は12ページ

1．三世代世帯への支援策

高橋速円 議員2

質問項目

詳細は13ページ

1．町出身アーティストへの
活動支援を

小黒博泰 議員3

質問項目

詳細は14ページ

１．下西越地区の水利につい
て

諸橋和史 議員4

質問項目

詳細は15ページ

1．良寛記念館と心月輪エリ
アの運営一体化を

三輪　正 議員5

質問項目

詳細は16ページ

1．大門町営住宅の今後の展
望について

中野勝正 議員6

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～
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質

問

Q&A人口減少抑制で
� 活力ある元気な町に

町民が何を期待しているかを
受け止め地道に着実に進める

町長

加藤 修三 議員

加
藤

 

県
内
の
社
会
動
態
は

毎
年
6
千
人
以
上
減
少
し
歯
止

め
が
き
か
な
い
中
、
当
町
は
昨

年
1
月
～
本
年
9
月
ま
で
の
実

績
は
11
人
増
で
県
内
増
加
の
市

町
村
は
稀
で
殆
ど
な
い
中
、
当

町
は
増
加
で
松
本
ひ
が
し
住
宅

分
譲
地
も
残
り
数
区
画
と
な
り
、

更
に
い
ろ
い
ろ
な
減
少
抑
制
策

を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

住
み
や
す
い
評
価
を
い
た

だ
く
政
策
を
し
っ
か
り
と
、

地
に
足
を
つ
け
て
行
動
す
る

町
長

 

厳
し
い
現
実
の
中
、

政
策
課
題
の
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

が
徐
々
に
効
果
を
発
揮
し
、
団

地
造
成
に
つ
い
て
は
、
松
本
ひ

が
し
団
地
に
多
く
の
方
が
転
入

さ
れ
た
。
更
に
新
し
い
団
地
造

成
も
考
慮
し
公
営
住
宅
に
も
力

を
入
れ
て
、
お
い
で
い
た
だ
く

転
入
転
出
の
社
会
動
態
で

�

転
入
増
対
策
に
つ
い
て

方
々
、
入
居
さ
れ
る
方
々
の
利

便
性
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ

る
。加

藤

 

本
県
の
出
生
と
死
亡

の
差
で
あ
る
自
然
増
減
数
は
、

年
単
位
で
１
万
か
ら
２
万
人
弱

減
少
し
、
歯
止
め
が
き
か
な
い
。

当
町
の
自
然
増
減
数
も
同
様
、

出
生
数
よ
り
も
死
亡
数
が
格
段

に
多
く
、
こ
こ
数
年
1
度
も
出

生
数
が
死
亡
数
を
上
回
っ
て
な

い
が
、
出
生
数
が
上
回
る
自
然

増
対
策
を
伺
う
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る

環
境
を
充
実
し
、
出
雲
崎
町

の
良
さ
を
売
り
込
ん
で
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い

町
長

 

子
育
て
等
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
か
ら
そ
れ
に
関
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

う
ち
の
町
は
他
の
ま
ち
に
引
け

を
取
ら
な
い
が
や
っ
ぱ
り
出
生

数
を
増
や
す
た
め
に
も
、
国
の

出
生
よ
り
死
亡
が
多
い
現
状
、

自
然
減
の
抑
制
対
策
つ
い
て

不
妊
治
療
に
対
す
る
医
療
費
補

助
等
々
実
態
を
把
握
し
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
も
考
慮
な
が
ら
、
町
も

積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
る
方

針
で
あ
る
。

加
藤

 

町
の
将
来
推
計
人
口

は
２
４
６
７
人
と
発
表
さ
れ
た

が
、
人
口
減
少
抑
制
し
、
子
ど

人
口
減
少
を
抑
制
し
、

�

活
力
に
あ
ふ
れ
た
元
気
な
町
に

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
明
る
い
活

力
に
あ
ふ
れ
た
元
気
な
町
づ
く

り
に
つ
い
て
伺
う
。

推
計
人
口
数
は

受
け
入
れ
な
い
！

『
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
』が

課
さ
れ
た
課
題
！

町
長

 

住
民
各
位
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
対
応
を

着
実
に
進
め
る
。

死亡数が格段に多い現状、
� いかに出生数を増やせるか？

-14

-12

-10

-8

-6

-4

-2

0

-8

-5-5

-2

-4
-5

-12

-2

-14

-8

-5

-9-9

令
和
元
年

令
和
２
年

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

（令和元年5月～令和2年5月）出生と死亡の差
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Q&A
三世代ではない！
二世代が大事だ！

町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

出
雲
崎
で
生
ま
れ

育
っ
て
き
た
、
地
道
に
頑
張
っ

て
い
る
方
々
が
一
番
大
事
で
、

根
っ
こ
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
町
長
の
認

識
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

実
感
と
し
て
こ
の
町
の
良
さ

を
享
受
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事

町
長

 

こ
こ
に
住
ん
で
い
る

皆
さ
ん
が
ま
ず
実
感
し
て
そ
の

良
さ
を
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
だ
。
住
宅
団
地
で
は

１
９
４
造
っ
た
。
そ
れ
な
り
の

優
遇
措
置
を
し
た
が
、
基
本
は

住
民
だ
。
し
っ
か
り
と
こ
の
町

の
良
さ
を
共
感
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
そ
れ
が
ま
た
発
信

さ
れ
る
。

根
っ
か
ら
の

出
雲
崎
町
民
に
つ
い
て

高
橋

 

い
ま
ま
で
の
定
住
促

進
は
異
論
は
な
い
。
こ
れ
と
並

行
し
て
も
う
一
つ
地
元
を
大
事

に
光
を
当
て
て
ほ
し
い
。

　

直
近
の
デ
ー
タ
で
は
町
の
全

世
帯
１
７
０
９
世
帯
の
う
ち

２
３
９
世
帯
が
三
世
代
以
上
の

お
宅
だ
。
こ
の
三
世
代
の
方
々

の
う
ち
二
十
歳
以
下
の
子
育
て

真
っ
最
中
の
方
々
が
１
３
０
世

帯
あ
る
。
こ
の
皆
さ
ん
に
光
が

当
た
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

こ
の
皆
さ
ん
は
子
育
て
と
介

護
、
両
方
を
抱
え
て
出
雲
崎
を

支
え
て
い
る
。
こ
こ
に
他
に
先

駆
け
て
支
援
す
る
と
内
と
外
の

力
強
い
ベ
ク
ト
ル
が
出
て
く
る
。

如
何
か
。

三
世
代
で
は
な
い

二
世
代
が
大
事
だ

町
長

 

か
つ
て
は
多
世
代
世

帯
が
多
か
っ
た
が
い
ま
は
核
家

定
住
促
進
は
評
価
す
る

今
度
は
永
住
対
策
で
は

な
い
の
か
。

族
世
帯
が
多
く
な
っ
た
。
核
家

族
化
の
中
の
二
世
代
だ
。
核
家

族
化
の
中
の
後
継
者
を
確
保
す

る
こ
と
が
次
に
つ
な
が
る
。
三

世
代
だ
け
を
優
遇
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

高
橋

 

他
の
事
例
で
は
減
税

対
策
と
住
宅
対
策
が
主
だ
。

　

住
宅
対
策
で
は
出
雲
崎
は
メ

ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
る
。
減
税

は
効
果
が
疑
問
だ
。
そ
れ
以
外

と
し
て
、
い
ま
町
の
中
で
一
番

奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
経
済

的
に
循
環
さ
せ
る
施
策
で
応
援

す
る
こ
と
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
効
果
的
だ
。

三
世
代
世
帯
優
遇
は
賛
成

で
は
な
い

町
長

 

私
は
三
世
代
だ
け
を

次
期
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
こ

と
は
賛
成
で
は
な
い
。

高
橋

 

町
長
の
認
識
は
わ

か
っ
た
。
私
の
認
識
も
承
知
し

て
お
い
て
ほ
し
い
。

他
に
先
駆
け
て
出
雲
崎
独

自
の
施
策
は
で
き
る

次
の
総
合
計
画
に
永
住
支

援
を
盛
り
込
む
べ
き
だ

三世代世帯を
ナゼ支援しないのか？
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し
か
し
、
作
品
制
作
や
展
覧

会
、
公
演
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て

は
今
後
検
討
し
た
い
。

　

町
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の

「
出
雲
崎
町
ふ
る
さ
と
逸
品
開

発
等
支
援
助
成
金
事
業
」
が
あ

る
の
で
、
個
人
的
に
頑
張
っ
て

い
る
方
も
何
と
か
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

小
黒

 

そ
の
支
援
事
業
は
、

町
内
在
住
者
、
町
内
企
業
が
対

象
と
認
識
し
て
い
る
が
、
町
内

出
身
者
で
町
外
で
活
動
し
て
い

る
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
れ
る
の
か
伺
う
。

町
長

 

こ
の
事
業
は
、
町
在

住
者
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

場
合
に
よ
り
こ
の
事
業
と
は
別

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q&A町出身アーティストへの
� 活動支援を

出雲崎をＰＲするためなら
� 積極的に応援したい

町長

小黒 博泰 議員

小
黒

 

町
イ
ベ
ン
ト
の
出
演

依
頼
だ
け
な
の
か
、
町
出
身

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
な

立
場
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

何
方
が
い
る
か

�

活
動
も
把
握
で
き
な
い

町
長

 

町
内
出
身
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
、
活
動

を
し
て
い
る
方
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
把
握
で
き
て
い
な
い
。

小
黒

 

町
出
身
で
活
動
し
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
通
し
て
、
出
雲

崎
を
Ｐ
Ｒ
し
て
頂
く
事
が
で
き

な
い
か
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

十
分
相
談
に
応
じ
、

�

対
応
、
検
討
し
た
い

町
長

 

町
内
出
身
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
は
、
承
知
し
て
い

る
。
そ
の
方
々
が
出
雲
崎
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
活
動
す
る
と
な

れ
ば
、
十
分
相
談
に
応
じ
、
対

応
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

町
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

�

対
す
る
考
え
は

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

�

し
て
も
ら
う
考
え
は

立
て
、
町
に
関
わ
る
人
が
活
動

さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
応
援
し
本

当
の
力
に
な
る
協
力
を
し
て
い

き
た
い
。

小
黒

 

町
が
協
力
し
て
く
れ

る
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

一
つ
の
提
案
だ
が
、
モ
ン
デ
オ

さ
ん
の
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ 

ｔ

ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

出
雲
崎
」
に
合
わ

せ
て
動
画
を
作
れ
ば
町
の
Ｐ
Ｒ

に
な
り
、
活
動
支
援
に
も
な
る

と
考
え
る
が
。

町
長

 

モ
ン
デ
オ
さ
ん
は
町

在
住
で
活
躍
さ
れ
、
具
体
的
な

話
を
聞
い
た
の
で
十
分
参
考
に

し
、
ど
う
い
う
取
組
が
で
き
る

か
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

小
黒

 

モ
ン
デ
オ
さ
ん
を
例

に
し
た
が
、
他
に
も
Ｊ

−

Ｒ
Ｕ
、

武
田
悠
夢
さ
ん
な
ど
、
色
々
な

分
野
で
活
動
を
し
て
い
る
方
が

ま
だ
ま
だ
い
る
と
思
う
。
メ

ジ
ャ
ー
に
な
る
前
か
ら
、
専
門

の
業
種
で
頑
張
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
町
と
し
て
の
支
援
と
応
援

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ン
ガ
ー
　
モ
ン
デ
オ
さ
ん

絵本作家　武田悠夢作品展「きらり」

小
黒

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
近
隣
で
も
確
認
さ

れ
、
確
実
に
第
３
波
が
来
て
い

る
。

　

今
の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
全
く
分
か
ら
な
く
、
生
活

や
仕
事
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　

町
で
は
支
援
策
と
し
て
第
７

弾
ま
で
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
第

８
弾
が
実
施
さ
れ
る
。
町
民
は

も
と
よ
り
、
企
業
、
飲
食
店
、

大
学
生
か
ら
も
喜
ば
て
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
制
限
さ

れ
て
い
る
町
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
へ
、
町
と
し
て
の
支
援
策
は

考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

単
な
る
支
援
金
の

�

支
給
は
難
し
い

町
長

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対

す
る
支
援
は
国
、
県
で
も
行
っ

て
い
る
。
町
出
身
者
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
へ
の
補
助
金
の
交
付

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
う
が
、

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
々

の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
現
段
階
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
詳
細
が
分
か

ら
な
い
が
、
単
な
る
支
援
金
を

支
給
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

難
し
い
。

町
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

�

支
援
策
の
考
え
は
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一

般

質

問

Q&A下西越地区の水利について
受益者の意向に
町が何ができるか前向きに対応

町長

諸橋 和史 議員

諸
橋

 

後
継
者
問
題
で
は
、

滝
谷
地
区
は
任
意
生
産
組
合
で

あ
る
が
、
若
者
世
代
も
３
～
４

人
程
。
し
か
し
給
与
を
捨
て
て
、

農
業
を
継
ぐ
の
は
嫌
が
っ
て
い

る
。
そ
の
経
緯
の
中
で
下
西
越

の
水
利
に
つ
い
て
伺
う
。

　

藤
巻
川
に
あ
る
乙
茂
、
馬
草

の
堰
、
県
の
農
地
部
で
は
登
記

さ
れ
て
い
な
い
馬
草
堰
。
約
45

年
位
前
に
、
河
川
改
修
で
堰
が

登
記
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
慣
行
水
利
で
水
が

利
用
さ
れ
、
現
在
動
か
な
い
状

態
。
も
し
河
川
の
中
に
構
築
物

を
造
る
場
合
、
河
川
法
の
24

条
・
26
条
に
か
か
り
改
修
に
は

多
額
な
経
費
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
。
町
は
ど
の
よ
う
な
考
え

か
伺
い
た
い
。

町
長

 

馬
草
堰
は
昭
和
49
年

に
藤
巻
川
上
流
20
ｍ
に
県
が
施

設
建
設
し
て
も
ら
い
慣
行
水
利

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
改
修
に
は
、
西
越
水
利

農
業
後
継
者
と

下
西
越
の
水
利
に
つ
い
て

組
合
に
よ
る
河
川
占
用
手
続
、

許
可
水
利
権
が
必
要
と
な
り
、

許
可
手
続
に
は
約
９
０
０
万
円

が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
堰
本

体
改
修
に
も
地
元
負
担
が
必
要
。

受
益
者
の
意
向
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

諸
橋

 

今
お
聞
き
し
た

９
０
０
万
円
、
そ
の
他
に
改
修

工
事
等
を
含
め
る
と
い
く
ら
か

か
る
か
分
か
ら
な
い
。

　

地
元
負
担
も
増
す
ば
か
り
。

受
益
面
積
が
４
～
５
ha
。
面
積

が
少
な
い
中
で
大
規
模
な
改
修

は
難
し
い
。
し
か
し
現
在
の
堰

は
可
動
堰
で
あ
る
。
私
も
具
体

的
な
案
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

町
と
地
元
で
修
理
に
は
い
く

ら
位
か
か
る
の
か
、
数
字
を
元

に
し
て
協
議
し
て
も
ら
え
る
か

伺
い
た
い
。

町
長

 

受
益
者
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
農
業
が
厳
し
い

中
、
面
積
が
４
～
５
ha
。
そ
こ

に
あ
る
耕
作
地
を
維
持
す
る
の

町
と
地
元
の
ず
れ
が

�

生
じ
て
い
る
の
で
は

か
。
大
規
模
改
修
は
不
可
能
だ

と
思
う
。
最
も
安
価
で
水
利
が

確
保
で
き
る
方
法
を
検
討
す
べ

き
だ
と
思
う
。
町
も
ど
う
い
う

形
で
水
利
を
確
保
し
た
い
の
か
、

中
に
入
ら
せ
て
協
力
し
た
い
。

諸
橋

 

水
利
組
合
長
と
話
を

さ
せ
て
も
ら
い
負
担
金
な
し
で

は
進
ま
な
い
。
地
元
と
し
て
は

１
５
０
万
～
２
０
０
万
円
位
な

ら
考
え
て
い
く
。
町
長
の
力
量

で
、
県
財
政
も
厳
し
い
と
思
う

地
元
は
少
し
の
負
担
は

�

努
力
し
た
い

が
、
よ
り
よ
い
資
金
の
出
所
を

見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

町
長

 

受
益
者
が
負
担
の
意

思
が
あ
れ
ば
水
利
を
確
保
す
る

た
め
最
大
限
努
力
し
て
い
き
た

い
。諸

橋

 

現
在
は
米
価
が
下

が
っ
て
い
る
。
耕
地
を
維
持
す

る
た
め
コ
ス
ト
を
下
げ
て
生
産

性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
受

益
者
の
相
談
に
の
り
、
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

故障した馬草堰
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一

般

質

問

Q&A良寛記念館と心月輪
エリアの運営一体化を

横断的に総力を結集してやる町長

三輪 　正 議員

三
輪

 

良
寛
記
念
館
は
平
成

25
年
に
町
へ
移
管
さ
れ
、
町
の

財
政
や
人
的
強
化
に
よ
っ
て
、

宣
伝
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
動
を

広
げ
、
記
念
館
の
評
価
が
高

ま
っ
て
お
り
、
町
民
と
し
て
喜

ば
し
い
。

　

社
会
産
業
常
任
委
員
会
の
な

か
で
さ
ら
に
成
果
を
あ
げ
る
に

は
、
同
一
エ
リ
ア
に
あ
る
「
心

月
輪
」
に
つ
い
て
、
町
の
所
管

を
同
じ
に
す
る
べ
き
と
意
見
が

強
く
出
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
館
は
教
育
委
員
会
、
心

月
輪
は
産
業
観
光
課
。
議
会
は

担
当
が
総
務
文
教
と
社
会
産
業

常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
い
る
。

二
つ
の
施
設
は
良
寛
記
念
館
を

中
心
に
運
営
し
、
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
る
。

心
月
輪
は
観
光
振
興
と

来
客
者
の
休
憩
所
で
整
備

町
長

 

心
月
輪
は
昭
和
50
年

に
観
光
の
振
興
と
良
寛
記
念
館

委
員
会
と
し
て
は

所
管
の
統
合
を
要
望
す
る

来
館
者
の
休
憩
所
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
は
財
団
に

経
営
を
委
託
し
て
い
た
。

　

私
が
町
議
の
時
、
心
月
輪
の

建
設
に
つ
い
て
賛
否
に
つ
い
て

も
め
た
。
当
初
か
ら
運
営
に
つ

い
て
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
。

三
輪

 

経
営
を
一
緒
に
す
る

と
言
っ
て
い
な
い
。
町
の
担
当

を
一
つ
の
課
に
す
べ
き
。
同
じ

エ
リ
ア
で
良
寛
さ
ん
の
施
設
、

同
じ
方
向
で
運
営
す
べ
き
で
あ

る
。記

念
館
は
文
化
的
、

心
月
輪
は
営
利
で

町
長

 
記
念
館
は
文
化
的
、

心
月
輪
は
営
利
の
経
営
が
必
要
。

町
は
横
断
的
に
お
互
い
に
総
力

を
結
集
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

今
の
形
態
で
や
り
た
い
。

経
営
の
統
合
で
な
く

�

所
管
の
統
合
を

三
輪

 

同
一
エ
リ
ア
に
あ
る

二
つ
の
施
設
が
相
乗
効
果
を
上

げ
る
に
は
町
の
所
管
を
一
つ
に

し
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
と
考
え
る
。

所
管
を
一
つ
に
し
て

�

相
乗
効
果
を

心月輪

良寛記念館
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一

般

質

問

Q&A大門町営住宅の今後の展望は
建て替えを視野に計画を立てる町長

中野 勝正 議員

中
野

 

大
門
町
営
住
宅
は
建

て
ら
れ
て
35
年
以
上
が
た
ち
、

40
年
近
く
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
建
築
当
時
、
入
居
さ
れ

て
い
ら
れ
た
方
は
、
年
齢
層
は

若
く
、
お
子
さ
ん
も
た
く
さ
ん

お
ら
れ
た
。
令
和
元
年
と
令
和

２
年
に
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
ず
つ
除

去
さ
れ
、
空
き
家
が
５
棟
、
今

現
在
13
棟
が
入
居
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
建
物
が
古
い
た
め
に
、

新
し
い
人
が
入
居
さ
れ
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　

町
は
、
今
年
、
こ
の
土
地
を

地
主
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、
町

の
土
地
に
な
っ
た
。
町
と
し
て
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

①�

入
居
さ
れ
て
い
る
方
と
の
話

し
合
い

②�

町
営
住
宅
を
入
居
者
に
無
償

譲
歩
す
る
考
え
方
は
あ
る
か

③
入
居
者
へ
の
土
地
売
り
買
い

④�

町
営
住
宅
を
除
去
し
て
、
新

た
に
整
理
し
、
町
長
の
ネ
ク

ス
ト
プ
ラ
ン
は
あ
る
か

に
つ
い
て
伺
う
。

公
営
住
宅
は

公
営
住
宅
の
役
割
が
あ
る

町
長

 

①
に
つ
い
て
は
、
お

会
い
す
れ
ば
お
話
し
す
る
が
、

全
体
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
合
い

す
る
気
は
な
い
。
②
③
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。
④
は

ぜ
ひ
や
り
た
い
。
今
の
住
宅
に

住
ん
で
い
ら
れ
る
方
は
大
変
だ

と
思
う
。
そ
う
い
う
点
を
考
え

る
と
、
早
く
公
営
住
宅
を
建
て

替
え
る
計
画
を
ひ
と
つ
立
案
し
、

議
会
の
皆
さ
ん
に
も
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

中
野

 

全
部
一
度
に
建
て
替

え
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば

空
き
家
が
５
棟
あ
る
中
で
、
み

ん
な
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
空
き
家
に
無
償
で
移

動
し
て
も
ら
え
ば
経
費
が
か
か

る
け
れ
ど
、
町
が
面
倒
を
み
る

と
い
う
こ
と
で
話
を
進
め
れ
ば
、

そ
れ
な
り
の
土
地
が
確
保
で
き

る
。
入
居
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
入

り
や
す
い
環
境
の
も
の
を
建
て

て
、
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

す
る
。
今
、
現
在
18
棟
は
二
階

建
て
で
入
居
者
の
皆
さ
ん
喜
ば

れ
て
い
る
と
思
う
し
、
平
屋
の

建
物
も
ま
た
喜
ば
れ
て
い
る
と

思
う
。
大
門
復
興
住
宅
に
平
屋

の
建
物
が
あ
り
、
あ
れ
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
と
い
う
ふ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
で
、
平
屋
の
建

物
、
二
階
建
て
の
建
物
両
方
考

え
て
は
ど
う
か
。
提
案
を
す
る
。

提
案
を
す
る

建
て
替
え
る
方
針
の
中
で

計
画
を
立
て
る

町
長

 

課
長
に
指
示
を
出
し

て
い
る
。

　

色
々
な
と
こ
ろ
で
公
営
住
宅

が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

う
い
う
所
の
実
態
を
し
っ
か
り

調
べ
て
、
最
も
効
率
の
よ
い
、

住
み
や
す
い
、
経
費
も
か
か
ら

な
い
皆
さ
ん
に
好
評
を
受
け
る

よ
う
な
形
で
や
る
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
い
く
。

大門平屋復興住宅

大門町営住宅
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委
員
会
視
察

　

委
員
（
５
名
）
全
員
で
町
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
の
里
に
お
い
て
、
権
田
保
健

福
祉
課
長
と
佐
藤
事
務
局
長
の

出
席
を
得
て
、
当
町
の
「
福
祉

問
題
に
つ
い
て
」
と
「
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い

の
里
の
施
設
の
状
況
に
つ
い

て
」
質
問
ご
と
に
現
状
と
町
等

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

施
設
の
向
上
の
た
め
各
種
事

業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

主
な
質
問
と
説
明
に
つ
い
て

①�

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
券
の

利
用
実
績
が
60
％
と
低
い
理

由
に
つ
い
て

　

免
許
返
納
時
の
利
用
Ｐ
Ｒ
と

一
時
的
タ
ク
シ
ー
券
利
用
の
要

望
に
つ
い
て
は
町
は
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

②�

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

介
護
度
５
の
人
が
増
え
て
い

る
。
町
の
事
業
は
要
介
護
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

や
す
ら
ぎ
の
里
は
当
町
の
待

機
者
は
50
名
。
地
元
入
所
の
希

望
が
多
い
。

③�

新
年
度
の
新
規
、
拡
充
事
業

に
つ
い
て

　

補
聴
器
の
補
助
実
施
を
望
む
。

④�

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
施
設
の

状
況

　

平
成
９
年
オ
ー
プ
ン
で
23
年

経
過
し
て
い
る
。
お
風
呂
の
利

用
者
増
と
管
理
の
徹
底
の
要
望

が
あ
り
、
県
や
国
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
っ
て
い
る
と
説
明
が
あ

る
。

⑤�

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

つ
い
て

　

高
齢
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

の
参
加
者
増
と
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い

て
、
サ
ロ
ン
や
茶
の
間
の
会
場

で
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
の
意

見
が
あ
っ
た
。

⑥�

ふ
れ
あ
い
の
里
の
電
気
料
金

の
見
直
し
に
つ
い
て

　

11
月
よ
り
別
会
社
へ
の
契
約

変
更
で
、
25
％
料
金
が
安
く
な

り
年
間
約
89
万
円
削
減
で
き
る

方
向
で
す
。

　

保
健
福
祉
事
業
は
事
業
も
多

く
、
町
民
全
て
が
関
係
す
る
分

野
で
す
。
町
民
の
要
望
も
多
岐

に
わ
た
り
、
委
員
会
と
し
て
も

町
と
協
議
・
要
望
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

社
会
産
業
常
任
委
員
長

�

三
輪　

正

　町議会では、町民の皆さまのご意見・ご要望等をお聞き
する『議会サロン』を開催しています。担当議員２名が皆
さまをお待ちしています。ぜひ、お越しください。

　

防
災
及
び
学
校
問
題
に
つ
い

て
、
11
／
18
日
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
説
明
員
と
し
て
、

佐
藤
教
育
長
、
矢
島
教
育
課
長

か
ら
出
席
を
得
て
、
各
学
校
に

お
い
て
、
各
学
校
長
か
ら
、
学

校
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
持
ち
込
ま

な
い
為
に
、
18
項
目
を
作
成
し
、

感
染
症
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
①
生
徒
、
②

授
業
・
休
憩
時
間
、
③
給
食
時
、

④
来
校
者
、
⑤
消
毒
、
⑥
教
育

活
動
他
に
つ
い
て
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
る
。

　

各
教
頭
先
生
か
ら
、
学
校
内

に
設
置
し
た
、
網
戸
、
自
動
水

洗
化
の
箇
所
を
案
内
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
、
授
業
参
観
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

矢
島
教
育
課
長
か
ら
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
、
公
民
館
、
体
育
館
、
町
民

プ
ー
ル
に
設
置
し
た
網
戸
、
自

動
水
洗
化
し
た
箇
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え

て
、
委
員
の
意
見
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
冬
場
に
な

る
の
で
教
室
内
の
加
湿
や
換
気

が
大
事
に
な
る
の
で
加
湿
器
と

空
気
清
浄
器
が
一
緒
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

専
門
の
業
者
に
聞
い
て
い
た
だ

き
、
検
討
し
た
ら
ど
う
か
と
の

意
見
、
教
室
に
湿
度
温
度
計
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
長

�

中
野　

勝
正

小・中学校

ふれあいの里

総総務文教常任委員会

社社会産業常任委員会

11
18

10
19

委員会委員会視察・調査報告視察・調査報告

議会サロン 今後の予定
開催日 会　　場 開催時間 担当議員

２月９日㈫ 妻入り会館

午前10時～午前12時

仙海 直樹 加藤 修三

２月27日㈯ ホッと情報館 陽だまり 高橋 速円 小黒 博泰

３月27日㈯ ホッと情報館 陽だまり 髙桑 佳子 中川 正弘

※3月第2火曜日は、3月定例会会期中のため開催しません。
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実
際
に
生
活
し
て
み
て
町

か
ら
の
子
育
て
に
関
す
る
支

援
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
し
、

同
じ
子
育
て
世
代
の
家
族
が

近
く
に
居
て
く
れ
る
こ
と
も

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
出
雲
崎
の
あ
ち
こ
ち
に
足

を
運
び
な
が
ら
、
伸
び
伸
び

子
育
て
生
活
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
。
子
供
と
外
で
遊
ん
で

い
る
と
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

話
し
か
け
て
下
さ
っ
た
り
、

そ
の
あ
た
た
か
い
人
柄
に

「
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
き
て

よ
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
良
い

環
境
で
子
育
て
が
で
き
て
幸

せ
だ
な
。
」
と
素
直
に
思
い

ま
す
。

　
　
　
雲
崎
町
に
移
住
し
て

　
　
　
早
く
も
１
年
10
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。

　
当
時
は
新
し
い
町
で
の
生

活
に
わ
く
わ
く
す
る
一
方
、

な
じ
め
る
か
な…

？
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
か
な
？
と
少

し
不
安
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
ん
な
不
安
は
何
の

出

表
紙
小
話

の

　
大
雪
警
報
が
発
表
中
の
１
月
８

日
、
町
内
の
小
中
学
校
は
三
学
期

の
始
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
の

登
校
で
は
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
、

先
生
方
や
駐
在
さ
ん
、
地
域
の

方
々
が
、
登
校
班
の
前
後
に
つ
い

て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

　
児
童
玄
関
や
教
室
の
、
明
る
く

て
暖
か
そ
う
な
光
に
ほ
っ
と
し
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
達

に
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
も
止
ま
ら

ず
、
一
都
三
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
再
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
、
私
た
ち
み
ん
な
が
遠
慮

無
く
会
っ
て
、
笑
い
合
え
る
日
々

は
、
直
ぐ
に
は
来
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
日
を
信

じ
て
、
一
人
一
人
が
注
意
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
、
出
来
る
こ
と
を

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
髙
桑
佳
子
）

んみ な の 声

あたたかさ感じる
出雲崎

遠藤 真美

川西
えんどう　まみ

さん

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　安
達
一
雄

　
　委
　員
　
　中
野
勝
正

　
　委
　員
　
　三
輪
　正

　
　委
　員
　
　小
黒
博
泰

　謹
賀
新
年

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
マ

ス
ク
、
手
洗
い
、
換
気
な
ど
、

出
来
る
限
り
の
対
策
を
行
っ
て

い
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
感
染
す

る
か
わ
か
ら
な
い
ウ
イ
ル
ス
で

す
。　今

冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
同
時
流
行
で
、
発
熱
症
状
が

心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　新
年
に
は
外
出
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
お
互
い
に

「
不
要
不
急
」
の
外
出
を
し
な

い
様
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　そ
こ
で
正
月
、
家
に
居
る
時

に
は
是
非
「
議
会
だ
よ
り
」
を

じ
っ
く
り
お
読
み
い
た
だ
け
れ

ば
有
り
難
い
で
す
。

　今
年
も
議
会
の
様
子
を
編
集

委
員
一
同
、
一
生
懸
命
に
分
か

り
や
す
く
、
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
安
達
一
雄
）

近所の子どもたちと雪遊び

久しぶりだね




